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２
０
１
９
年
11
月
に
中
国
の
武
漢
で
発
症
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ー
ル
ス
（CO

V
ID
-19

）

は
、
２
０
２
０
年
に
入
っ
て
瞬
く
間
に
日
本
、

米
国
、
欧
州
を
中
心
と
し
て
伝
播
し
、
と
く
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
中
心
と
す
る
米
国
、
イ
タ
リ

ア
か
ら
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ
ン
を
中

心
と
し
て
感
染
が
広
ま
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
内
で
も
国

境
の
封
鎖
に
よ
る
ヒ
ト
の
移
動
を
原
則
と
し
て

禁
止
し
、
モ
ノ
の
移
動
は
自
国
内
の
需
要
を
優

先
し
て
、
他
国
へ
の
移
動
（
輸
出
）
を
抑
制
す

る
政
策
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
Ｅ
Ｕ
創

設
の
基
本
理
念
で
あ
っ
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

オ
ン
は
消
失
し
て
し
ま
っ
た
。

　

Ｅ
Ｕ
内
で
は
国
民
の
基
本
的
人
権
で
あ
る
移

動
の
自
由
を
制
限
し
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ー
ル
ス

の
流
失
入
を
規
制
し
た
。
東
ド
イ
ツ
出
身
で
あ

る
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
は
国
民
に
対
し

て
、「
旅
行
や
移
動
の
自
由
を
苦
労
し
て
勝
ち

取
っ
た
私
の
よ
う
な
も
の
に
と
っ
て
、
こ
の
よ

う
な
制
限
は
絶
対
に
必
要
な
場
合
に
だ
け
正
当

化
さ
れ
る
」と
述
べ
、「
東
西
ド
イ
ツ
統
一
以
来
、

い
や
第
二
次
大
戦
以
来
の
試
練
だ
」「
生
命
を

維
持
す
る
場
合
だ
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
」
と
国

民
に
訴
え
た
。
同
時
に
メ
ル
ケ
ル
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ー
ル
ス
の
経
済
的
な
打
撃
に
対
処
す

る
た
め
に
、７
５
０
０
憶
ユ
ー
ロ
（
約
90
兆
円
）

規
模
の
経
済
対
策
を
行
う
と
発
表
し
、
新
た
に

国
債
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
20
％
の
１
５
６
０
憶
ユ
ー
ロ

（
約
18
・
５
兆
円
）
発
行
し
、
中
小
企
業
支
援

の
た
め
に
１
２
２
５
億
ユ
ー
ロ
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
16

％
）
の
補
正
予
算
を
組
み
、
さ
ら
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

78
％
に
あ
た
る
6
千
億
ユ
ー
ロ
（
約
71
兆
円
）

の
経
済
安
定
基
金
な
ど
を
使
っ
て
企
業
債
務
を

保
証
す
る
方
針
を
決
定
し
た
。
企
業
に
対
す
る

政
府
保
証
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
は
基
本
法（
憲
法
）

で
「
原
則
と
し
て
均
衡
財
政
を
と
る
」
こ
と
を

明
記
し
て
い
る
が
、
メ
ル
ケ
ル
は
緊
急
事
態
に

遭
遇
し
て
、
新
た
に
国
債
（
日
本
で
い
う
赤
字

国
債
）
を
発
行
し
て
経
済
活
動
を
救
済
す
る
政

策
を
と
っ
て
い
る
。
国
家
の
き
わ
め
て
大
胆
な

国
民
と
企
業
の
支
援
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
が
「
私

た
ち
は
戦
争
状
態
に
あ
る
」
と
宣
言
し
て
国
民

に
外
出
制
限
を
課
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
バ
ー
、

ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
、
映
画
館
等
の
店
舗
閉
鎖

の
命
令
を
出
し
、
同
時
に
コ
ロ
ナ
危
機
に

伴
い
失
業
状
態
に
な
っ
た
従
業
員
に
は
手

取
り
所
得
の
約
84
％
が
国
か
ら
支
払
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
Ｅ
Ｕ
諸
国

で
も
財
政
支
出
に
よ
く
コ
ロ
ナ
対
策
が
出

て
お
り
、
こ
う
し
た
流
れ
を
後
押
し
す
る

た
め
に
、
Ｅ
Ｕ
と
Ｅ
Ｃ
Ｂ
（
欧
州
中
央
銀

行
）
で
は
、「
一
国
の
対
外
債
務
は
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
70
％
以
内
に
抑
え
る
」
と
い
う
財
政

規
律
の
緩
和
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
慎
重
で
あ
っ
た
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
７
５
０
０

憶
ユ
ー
ロ
（
約
89
兆
円
）
の
債
券
買
い
入

れ
計
画
を
発
表
し
て
、
財
政
基
盤
の
脆
弱

な
国
を
下
支
え
す
る
方
針
を
発
表
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
事
実
は
、Ｅ
Ｕ
創
設
以
来
、

財
政
に
よ
る
経
済
刺
激
政
策
を
否
定
し
て

き
た
経
済
政
策
の
理
念
を
根
本
的
に
変
え

る
も
の
で
あ
り
、CO

V
ID
-19

の
特
質

は
従
来
の
政
策
理
念
を
恒
久
的
に
変
え
る

力
が
あ
る
。

　

Ｅ
Ｕ
離
脱
を
決
定
し
た
英
国
で
も
ボ
リ

ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
の
打
っ
た
手
は
早

か
っ
た
。
本
年
3
月
に
総
額
３
５
０
０
憶

ポ
ン
ド
（
約
45
・
４
兆
円
）
を
超
え
る
大

型
経
済
対
策
を
打
ち
出
し
た
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

16
％
）。

　

中
身
は
銀
行
融
資
に
対
す
る
政
府
保

証
（
３
３
０
０
憶
ポ
ン
ド
、
減
税
助
成
金

に
よ
る
直
接
支
援
（
２
０
０
億
ポ
ン
ド
）、

失
業
所
得
補
償
（
直
近
の
所
得
の
８
割
を

3
か
月
間
）、
家
計
向
け
支
援
（
最
長
3

か
月
の
住
宅
ロ
ー
ン
支
払
い
猶
予
）な
ど
、

多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
。
英
国
は
保
守

党
政
権
で
あ
る
の
に
「
よ
く
も
こ
れ
だ
け

労
働
者
の
所
得
保
証
が
で
き
る
も
の
だ
」

と
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。「
コ
ロ
ナ
対
策
は

人
道
的
に
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
い

う
政
治
判
断
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
時
代
の

大
き
な
変
遷
で
あ
る
。
財
源
は
赤
字
国
債

の
発
行
で
あ
り
、
財
政
赤
字
拡
大
の
懸
念

は
全
く
出
て
い
な
い
。

　

Ｅ
Ｕ
諸
国
が
大
胆
な
財
政
支
出
の
踏
み

切
っ
た
の
は
、
過
去
10
年
間
を
顧
み
て
、

「
財
政
赤
字
を
中
央
銀
行
（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）
が

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
し
て
も
イ
ン
フ
レ
に
な
ら

な
い
し
、
一
国
の
巨
額
債
務
も
そ
れ
ほ
ど

大
き
な
負
担
に
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ

と
が
経
験
的
に
確
認
さ
れ
て
き
た
か
ら
で

あ
る
。
米
国
は
多
額
の
財
政
赤
字
が
あ
っ

て
債
務
国
で
あ
る
の
に
ド
ル
は
暴
落
し
な

い
。
日
本
も
財
政
赤
字
で
も
円
は
暴
落
し

な
い
。
両
国
と
も
に
、
国
債
購
入
者
が
い

る
か
ら
で
あ
り
、
ユ
ー
ロ
債
を
増
発
し
て

も
懸
念
は
な
い
。

　

米
国
で
は
、
3
月
27
日
に
上
院
で
2
兆

ド
ル
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
11
％
）
の
コ
ロ
ナ
関
連

経
済
対
策
法
案
が
可
決
さ
れ
、業
界
支
援
、

数
百
万
世
帯
へ
の
直
接
給
付
（
最
大
一
人

３
０
０
０
ド
ル
）、
病
院
や
医
療
機
関
へ

の
支
出（
少
な
く
と
も
１
０
０
０
憶
ド
ル
）

に
使
わ
れ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ー
ル
ス
は
緊
縮
財
政

を
葬
り
去
り
、
財
政
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
国

を
救
う
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
以
上

ＥＵの緊縮財政を葬り去る新コロナウィール


